
 

静岡市監査委員会議記録 

 

会  議  令和５年度 第４回 監査委員定例協議会 

 

開催日時  令和５年７月 31日（月）午前９時 10 分～10 時７分  

 

出 席 者  監査委員 遠藤 正方、白鳥三和子、後藤 哲朗 

   事務局長 萩原 健 

   書  記 杉田 陽子 

     山田 和誠、山田  裕、渡辺 篤史、蝦名 倫代 

     宇佐美亜希、神山  悟 

     新海 拓也、稲葉 典子 

 

──────────────────────────────────────── 

 

会議内容 

 

１ 開会宣言 杉田次長 

２ 例月現金出納検査等（６月分） 

  冒頭、山田次長補佐から、各会計とも、検査調書に記載されている預金残額と通帳類な

どの実物を事務局職員が照合した結果、一致していることが確認された旨の報告があっ

た。 

（１）説明者等 

  ア 各種会計 会計管理者兼会計室長、会計室次長 

  イ 病院事業会計 山田次長補佐（監査第１係） 

  ウ 簡易水道事業会計 山田次長補佐（監査第１係） 

  エ 水道事業会計 新海係長（監査第３係） 

  オ 下水道事業会計 宇佐美係長（監査第２係） 

（２）発言等 

  ア 各種会計 

   （白鳥委員） 

    25 ページの公金出納月計表は静岡銀行が作成したものだと確認できるが、26 ペー

ジの令和５年６月分金融機関別収納状況は、銀行が作成しているのか。 

   （会計室） 

    会計室で作成している。 



 

   （白鳥委員） 

    この書類は何を確認するためのものか。 

   （会計室） 

    26 ページについては、毎日指定金融機関から出される収納日計表を積み上げたも

のである。右下の収納合計の金額と公金出納月計表の当月受入額とが一致するかを

確認している。 

   （遠藤代表） 

    令和４年度は競輪事業会計で大きなイベントがなくなったため、予算額が減少し

ているところ、その額は例年並みであるという説明があったが、大きなイベントを１

つ実施すると額がかなり変わってくるということか。 

   （会計室） 

    ＫＥＩＲＩＮグランプリを開催した際は、３日間で 129 億円の売り上げがあった。 

    令和４年度はトータルで 100 億円弱の予算減額となった。 

   （遠藤代表） 

    また、ＫＥＩＲＩＮグランプリが開催されれば 100 億円程度の増額が見込まれる

ということか。 

   （会計室） 

    そのとおりである。令和６年度に開催を予定している。 

   （白鳥委員） 

    令和４年度末の予算が 233 億円であるのに対し、令和５年度の当初予算は 303 億

円であり、差があるが、令和５年度は通常の年なのか。 

   （会計室） 

    払出等ができなくならないように、若干予算を膨らめて計上しているが、決算の際

には、金額が落ち着く。 

  イ 病院事業会計 

   （白鳥委員） 

    試算表の退職給付引当金の借方に 134 万円余が計上されているが、その内容はど

のようなものか。 

   （事務局） 

    眼科の医師１人と看護師５人の自己都合退職によるものである。 

  ウ 簡易水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    賞与を支給するときは、賞与引当金から未払金にして、未払金から支払いをすると

いう処理になるのか。 

   （事務局） 

    そのとおりである。 



 

  エ 水道事業会計 

    特になし 

  オ 下水道事業会計 

    特になし 

３ 協議会議事 

  冒頭に、協第12号の議案は、地方自治法の規定により監査委員の合議によるものとされ

ていることから、本日出席の３人の監査委員で協議し決定した後、本日欠席の監査委員に

事務局から説明し、その説明に対する同意をもって監査委員の合議として扱うことにつ

いて、杉田次長が監査委員に諮り、承認を得た。 

（１）協議事項 

  ア 協第10号 指摘事項に対する措置状況（行政監査（テーマ監査））の公表について 

  （ア）説明者 

     山田次長補佐 

  （イ）要旨 

     議案集により説明 

  （ウ）発言等 

     特になし 

  （エ）結果 

     措置状況の公表について、監査委員の了承が得られた。 

  イ 協第11号 包括外部監査人の監査の事務補助者でなくなったことの告示について 

  （ア）説明者 

     山田次長補佐 

  （イ）要旨 

     議案集により説明 

  （ウ）発言等 

     特になし 

  （エ）結果 

     包括外部監査人の監査の事務補助者でなくなったことの告示について、監査委

員の了承が得られた。 

  ウ 協第12号 包括外部監査人の監査の事務補助者に関する協議について 

  （ア）説明者 

     山田次長補佐 

  （イ）要旨 

     議案集により説明 

  （ウ）発言等 

     特になし 



 

  （エ）結果 

     遠藤代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で承認され

た。 

（２）その他連絡事項 

  ア 令和５年度第３回定例協議会議事録の公表について・・・・山田次長補佐が説明 

  イ ８月・９月の日程について・・・・・・・・・・・・・・・・・杉田次長が説明 

４ 閉会宣言 杉田次長 

 

 

【特記事項】 

 監査委員定例協議会の同日、事務局から欠席した監査委員に対して議案の説明を行い、同

委員から同意を得た。 

 


